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１
面 

訓
練
検
閲
、
射
撃
野
営 

２
面 

新
隊
員
後
期
教
育
、
訓
練
見
学
、
広
報
イ
ベ
ン
ト
、 

 
 
 

各
種
受
賞
者
紹
介 

 

連
隊
は
、
７
月
５
日
～
11
日
ま
で
の
間
、

北
富
士
演
習
場
（
山
梨
県
富
士
吉
田
市
）
に

お
い
て
、
第
３
中
隊
を
基
幹
と
し
て
富
士
訓

練
セ
ン
タ
ー
訓
練
（
通
称
Ｆ
Ｔ
Ｃ
訓
練
）
に

参
加
し
、
併
せ
て
第
２
次
基
礎
と
な
る
部
隊

の
訓
練
検
閲
を
実
施
し
た
。 

 

こ
れ
に
先
立
ち
、
連
隊
は
、
７
月
２
日
伊

丹
駐
屯
地
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
壮
行
会
を
実
施

し
、
第
３
中
隊
長
（
内
田
３
佐
）
を
は
じ
め
、

各
小
隊
長
に
よ
る
決
意
表
明
、
勝
ど
き
を
行

い
、
連
隊
全
員
で
増
強
第
３
中
隊
の
必
勝
を

祈
願
し
た
。 

 

増
強
第
３
中
隊
は
８
日
、
北
富
士
演
習
場

に
お
い
て
隊
容
検
査
を
受
け
、
状
況
を
開
始

し
た
。
梅
雨
ら
し
い
天
気
が
続
く
中
、
敵
防

御
部
隊
を
攻
撃
し
つ
つ
前
進
、
敵
陣
地
へ
突

Ｆ 

Ｔ 

Ｃ 

訓 

練 

入
す
る
前
に
状
況
は
終
了
し
た
。 

 

11
日
、
訓
練
後
の
研
究
会
に
参
加
し
、
問
題
点

や
今
後
の
課
題
等
を
全
員
で
認
識
し
合
い
、
伊
丹

駐
屯
地
へ
と
帰
隊
し
た
。
各
隊
員
は
本
訓
練
に
参

加
し
多
く
の
教
訓
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
意
義
の

あ
る
訓
練
と
な
っ
た
。 

 

連
隊
は
、
７
月
13
日
～
21

日
ま
で
の
間
、
東
富
士
演
習
場

（
静
岡
県
御
殿
場
市
、
小
山

町
、
裾
野
市
）
に
お
い
て
第
１

次
連
隊
射
撃
野
営
を
実
施
し

た
。 

 

本
演
習
は
今
年
度
初
の
連
隊

射
撃
野
営
で
あ
り
、
81
㎜
迫

撃
砲
、
１
２
０
㎜
迫
撃
砲
の
射

撃
訓
練
を
実
施
し
、
併
せ
て
狙
撃
班
に

よ
る
迫
撃
砲
射
撃
の
観
測
訓
練
及
び
防

衛
大
学
校
夏
季
定
期
訓
練
第
３
学
年
部

隊
実
習
中
の
８
名
に
よ
る
迫
撃
砲
射
撃

研
修
も
実
施
さ
れ
た
。 

 

前
半
は
梅
雨
空
が
続
き
弾
着
地
域
が

霧
で
見
え
ず
、
射
撃
が
で
き
な
い
こ
と

が
多
々
あ
っ
た
が
、
後
半
は
天
候
も
回

復
し
、
各
中
隊
は
整
斉
円
滑
に
射
撃
訓

練
を
実
施
し
、
射
撃
練
度
の
向
上
を
図

る
こ
と
が
で
き
た
。 

協 賛 会 激 励 ！ ！ 

第 １ 次 連 隊 射 撃 野 営 

 協賛会会長以下４名の方が第３中隊の

必勝を祈願し、北富士演習場まで激励に

来られた。 
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連
隊
は
、
６
月
30
日
、
伊
丹
駐
屯
地
体
育
館
に
お
い

て
銃
剣
道
訓
練
隊
定
期
試
合
（
団
体
戦
）
・
格
闘
集
合
訓

練
（
昇
段
審
査
）
見
学
を
実
施
し
た
。 

 

見
学
に
は
島
本
協
力
会
、
豊
能
協
力
会
、
芦
屋
防
衛
協

会
、
隊
友
会
阪
神
支
部
の
方
々
７
名
が
来
ら
れ
た
。 

各
種
受
賞
者
紹
介 

募 集 広 報 の 日 

 

連
隊
は
、
７
月
23
日
、
24
日

の
２
日
間
、
千
僧
駐
屯
地
で
開
催

さ
れ
た
「
募
集
広
報
の
日
（
第
３

師
団
職
種
博
２
０
２
０
）｣

に
参

加
し
、
職
種
説
明
や
装
備
品
展
示

を
支
援
し
た
。 

 

 

本
イ
ベ
ン
ト
は
募
集
対
象
者
に

対
し
、
職
種
説
明
や
体
験
喫
食
等

を
実
施
し
、
陸
上
自
衛
隊
に
対
す

る
理
解
促
進
を
図
る
と
と
も
に
各

種
採
用
試
験
に
お
け
る
志
願
者
数

の
拡
大
を
目
的
に
実
施
さ
れ
た
。

来
場
者
は
各
地
方
協
力
本
部
よ
り

選
出
さ
れ
た
募
集
対
象
者
で
あ

り
、
２
日
間
で
約
２
５
０
人
の
方

が
来
場
さ
れ
た
。 

 

あ
い
に
く
の
天
気
で
は
あ
っ
た

が
、
来
場
者
は
各
職
種
の
ブ
ー
ス

に
お
い
て
隊
員
の
説
明
に
聞
き

入
っ
て
お
り
、
会
場
は
大
盛
況
で

あ
っ
た
。
第
３
師
団
普
通
科
の
代

表
と
し
て
参
加
し
た
36
連
隊
は

大
川
１
尉
以
下
16
名
の
隊
員
が

志
願
者
数
拡
大
に
寄
与
し
た
。 

自
衛
官
候
補
生
課
程
基
幹
要
員
勤
務
優
秀
者 

【
第
５
級
賞
詞
】 

 
 

第
１
中
隊 

 
 
 

 

３
曹 

坂
上 

綾
祐

【
褒 

賞
】

 
 

本
部
管
理
中
隊 

 
 

３
曹 

村
上 

聖
人 

 
 

第
２
中
隊 

 
 
 

 

士
長 

村
上 

弘
真 

 

【
最
優
秀
】 

 
 

重
迫
撃
砲
中
隊 

 
 

２
曹 

中
原 

裕
児

【
優 

秀
】

 
 

第
１
中
隊 

 
 
 

 

士
長 

奥
川 

靖
大 

 
 

第
４
中
隊 

 
 
 

 

士
長 

町
矢 

晴
紀 

 
 

祝
園
分
屯
地
警
備
の
勤
務
優
秀 

【
祝
園
分
屯
地
司
令 

勤
務
優
秀
通
知
】

本
部
管
理
中
隊 

 

士
長 

 

漆
原 

光
希 

 
 
 

重
迫
撃
砲
中
隊 

 

士
長 

 

野
角 

誉 

 

 
 
 

第
１
中
隊 

 
 

 
 

３
曹 

 

成
瀬 

朝
陽 

～第３師団職種博２０２０～ 

～
78
名
の
隊
員
が
着
隊
、
教
育
訓
練
開
始
！
～ 

 

連
隊
は
、
７
月
１
日
よ
り
「
令
和
２
年
度
新
隊
員
特

技
課
程
及
び
一
般
陸
曹
候
補
生
後
期
教
育
」
を
開
始
し

た
。 

 

本
教
育
は
普
通
科
隊
員
に
必
要
な
基
礎
的
な
特
技
を
習

得
さ
せ
る
教
育
で
あ
り
、
約
３
カ
月
間
行
わ
れ
、
軽
火
器

区
隊
、
迫
撃
砲
区
隊
に
分
か
れ
て
実
施
さ
れ
る
。 

 

軽
火
器
区
隊
は
新
隊
員
55
名
で
編
成
さ
れ
、
当
初
、

5.

56
㎜
機
関
銃
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｉ
の
教
育
を
受
け
、
初
め

て
の
実
弾
射
撃
に
向
け
射
撃
予
習
等
を
繰
り
返
す
。 

 

迫
撃
砲
区
隊
は
新
隊
員
23
名
で
編
成
さ
れ
、
81
㎜
迫

撃
砲
、
１
２
０
㎜
迫
撃
砲
の
操
法
を
反
復
訓
練
す
る
。 

銃
剣
道
・
格
闘
部
外
者
見
学 

新

隊

員

後

期

教

育 


